
医療系短期大学生の新聞閲読アンケートに見る大学生の情報収集の動向
見　尾　久美恵

Trends in Information Gathering of College Students Revealed in the Newspaper Reading 
Questionnaire Survey to the Paramedical Students

Kumie MIO

キーワード：大学教育，新聞，NIE，情報収集

概　　　要

　筆者は，１年次生対象の共通教育科目「文章表現」の平成24年度受講者328名を対象に，講義開始時と講義終了時に新
聞閲読に関するアンケート調査を実施した．その結果，「日ごろ新聞を読まない」という学生がいずれも８割を超えた．
新聞を読まない理由（複数回答）は，講義の前後いずれでも，「忙しい」「テレビ・インターネットで十分」「新聞をとっ
ていない」「つまらない」「難しい」の順で多かったが，「テレビやインターネットで十分」「つまらない」「難しい」と答
えた学生の割合は講義後には減っていた．大学生として今後新聞を読む必要性については，８割を超える学生があると感
じているにもかかわらず，講義終了時の調査でも新聞を実際に読んでいる学生は２ｵ増えたに過ぎず，意識と行動にずれ
があることが示された．新聞に対する学生の行動を変え，情報の的確な読み取りと活用ができる学生を育てるために，大
学における新聞の活用策を考えていかなければならない．

１. 緒　　　言

　小・中・高等学校の新学習指導要領には，指導すべ
き内容として「新聞」が明確に位置付けられ，多くの
教科に盛り込まれた．NIE（Newspaper In Education）
は，新聞の特性（一覧性・俯瞰性・解説性・詳報性・
記録性・携帯性・保存性など）を活用した「今」を取
り入れる教育として重要な位置を占めることとなっ
た1）．一方，大学では学生の新聞離れが深刻な状態に
なっている．新しい学習指導要領のもと，小中高にお
ける新聞活用がさまざまに展開し，発展していったと
しても，大学にまで及ぶのは教職科目などに限られて
くるのではないかと思われる．同時に，大学生の情報
収集の在り方が，パソコンやスマートフォンを用いた
ICT（Information and Communication Technology）
の活用へと急速に変化している中で，新聞を習慣的に
閲読する学生はますます少なくなっていくのではない
かと懸念される．

　総務省の『平成25年版　情報通信白書』によると，
新聞閲読の１日平均時間は，全体で15.5分，10代で1.7
分，20代で2.4分である．平成20年版の同白書におい
て，全体が31.1分，若年層が14.2分であったのに比べ
ると，５年間の変移で全体は半減，10代や20代ではそ
の何倍もの勢いで加速度的に減少している．
　大学においても，学生が新聞をどの程度読んでいる
のか，あるいはいないのかについての調査がすでにい
くつかの大学で進められてきた2)3)4)5)6)．そして，学生
に新聞の特性について考えさせ，新聞を知る機会を設
けることから着手する必要があるということが指摘さ
れている7)8)．一方で，大学生は，インターネット，活
字，テレビなどさまざまな媒体について，状況に応じ
て，適切な方法を選択して利用しているという指摘も
ある9)．さまざまなメディアからあふれ出てくる情報
を読み解き，社会を生きるセンスと情報を判断する眼
力を養う上でも，新聞活用の有用性が指摘されてい
る10）．このような調査は，各大学で経年的に行われる
べきで，それぞれの大学の実態に応じた取り組みが必
要である．新聞の活用は，メディアリテラシー教育に
も資するものであり，完成度の高い文章を読むという
内容に基づいた有用性や，新聞の内容を通じて得られ
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る教養や社会認識の深化という役割と並んで重要なも
のである．
　本稿では，新聞閲読のアンケート調査を通して，大
学生の新聞に対する意識と行動，また，情報収集の実
態を明らかにする．そして，一般常識や文章力，情報
収集力など，新聞活用を通して養われる基礎的な力の
涵養につながる教育の必要性について提言する．

２. 研 究 方 法

１) 調 査 対 象
　１年次後期開講の共通教育科目である「文章表現」
の平成24年度履修者328名（学科は４学科にわたる）を
アンケートの対象とした．回答の得られたもののうち，
未記入や回答に不備があるものを除き，講義開始時の
アンケートでは314名（有効回答率95.7ｵ），講義終了
時のアンケートでは303名（有効回答率92.4ｵ）を分析
の対象とした．
２) 調 査 期 間
　「文章表現」科目は学科別に開講しているため，学
科によって調査日は異なるが，平成24年10月の講義開
始日と平成25年１月ないし２月の講義最終日にアンケ
ートを実施した．
３) 調 査 方 法
　調査には，記名自記式質問紙を自作した．調査項目
は，新聞閲読の有無，新聞閲読の頻度，閲読する新聞
の種類，閲読の動機もしくは非閲読の理由，インター
ネットのニュースソースの利用状況などで，それぞれ
２～７項目の選択式とした．また，新聞閲読の動機に
関する質問については，項目を選択した理由を記述す
る欄を設けた．
４) 倫理的配慮
　質問紙に，データとして研究等に使用する場合があ
る旨，また，名前など，個人的に特定されることにつ
いては掲載しないことを記し，提出をもって同意した
ものとした．

３. 結果および考察

　対象となった学生が日ごろ新聞を読んでいるか否か
について尋ねた結果を図１に示した．新聞を読む習慣
のある学生は，いずれの学科でも10～20ｵ程度にとど
まった．新聞を使用した講義を行った後に同じアンケ
ートを行ったところ，新聞を読む学生の割合は若干増
加する傾向にあったが，それでも全体で17.2ｵから
19.8ｵへのわずかな増加にとどまった．最も大きく変

化したのはＢ学科の学生であった．Ｂ学科の学生は，
前期に開講している「日本語」科目を全員が履修して
いた．「日本語」では新聞を扱う課題を課していたた
め，効果が上がったものと考えられた．先ごろ，関西
大学総合情報学部の谷本奈穂ゼミの有志学生が，大学
生の新聞離れをめぐる最新事情をアンケートに基づき
報告している11）．それによると，新聞を「毎日読む」
学生は18ｵだったのに対し，「読まない」学生は82ｵに
も上っている．いずれの大学でも類似の傾向にあるこ
とが示唆されよう．
　新聞を読むと答えた学生がどの程度の頻度で新聞を
読んでいるかを尋ねた結果を示したものが図２であ
る．Ａ・Ｂ・Ｄ学科では，最も多かったのは「ときど
き読む」という学生であったが，Ｃ学科では講義開始
時のアンケートでは，「ほぼ毎日読む」と答えた学生が
多かった．講義後に新聞を読む頻度は必ずしも増えて
おらず，Ｃ学科とＤ学科では新聞を読む頻度が減る傾
向があった．学生の中には，専門科目や実習科目が忙
しくなり，新聞を読む余裕がなくなってきたという者
もいたことから，そのようなことも関わっているもの
と思われた．
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図１　日ごろ新聞を読むか

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

講義前 講義後 講義前 講義後 講義前 講義後 講義前 講義後

Ａ学科 Ｂ学科 Ｃ学科 Ｄ学科

毎日 ほぼ毎日 ときどき その他

（
％
）

図２　新聞を読む頻度
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　図３は，学生が読む新聞の種類を複数回答で尋ねた
結果を示したものである．いずれの学科もほぼ同じ傾
向であったため，全学科のデータを集計したものを示
した．最もよく読まれているのは地元地方紙であり，
続いて朝日・毎日・読売の三大全国紙であった．家庭
で購読している新聞の影響が反映されているものと考
えられた．講義の前後で比較すると，地元地方紙の割
合が伸び，全国紙も若干増えている．これは，講義の
課題で新聞記事の切り抜きや書き写しを行ったため，
学生が新聞に接する機会が増えたためとも考えられた．
　図１に示した質問で，約80ｵの学生が新聞を読まな
いことが明らかになったが，新聞を読まない学生に対
して，なぜ新聞を読まないのかを複数回答で尋ねた（図
４）．講義の前後いずれでも，多くの学生が「忙しい」
「テレビ・ネットで十分」「新聞をとっていない」とい
う理由を挙げた．「忙しい」という割合が講義後に増え
たのは，専門科目や実習科目の増加によるものの可能
性がある，実際，アンケートの自由記述欄に「専門の
レポートで忙しい時期になぜ「文章表現」をやらなけ
ればならないのですか」と書いた学生もいた．「新聞を

とっていない」と答えた学生の中には，自由記述欄に
「下宿のため新聞が買えない」「新聞購読のお金がな
い」と書いた学生もいた．また，人数は少なかったが，
「家族に習慣がない」という学生が５ｵ程度いた．講
義後に割合の下がり方が大きかった項目は，「つまらな
い」「難しい」という回答であった．これが，講義を通
じて新聞に対する興味が増したことによるものか否か
については，今回の調査だけからは即断できないが，
講義の意義を見出し得る結果となった．
　すべての学生に対して，インターネットのニュース
や新聞を読むか否かを尋ねたところ，図５に示したよ
うに，いずれの学科でも過半数の学生が「はい」と答
えた．このことは，インターネットの新聞やニュース
サイトが学生にとって重要なニュースソースとなって
いる可能性を示唆している．Ａ・Ｂ・Ｃ学科では講義
の前後で差はなかったが，Ｄ学科では講義後に「はい」
と答えた学生の割合が増加していた． 
　インターネットのニュースや新聞を読むと答えた学
生に対して，彼らの閲覧するインターネットのニュー
スや新聞の種類について複数回答で尋ねた結果が図６
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図３　どの新聞を読むか（全学科集計）
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図４　新聞を読まない理由（全学科集計）
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図５　インターネットのニュースや新聞を読むか
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図６　インターネツトのニュースや新聞の種類（全学科集計）
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である．いずれの学科でも同様の傾向であったため，
全学科集計した結果を示した．図から明らかなように，
学生の回答に講義の前後でほとんど差がなかった．85
ｵ以上の学生が yahoo や msn，Google news などのポ
ータルサイトのニュース記事を閲読していた．また，
約半数の学生は，mix，facebook，twitter などの SNS
（social networking service）系サイトのニュース記事
を利用していた．最近では，全国紙や地方新聞もイン
ターネットサイトを作成してニュースを配信している
が，それらを利用している学生は0.5～8.5ｵと，わず
かな割合にとどまった．
　ここまでで，調査対象となった学生のうち新聞を読
んでいる学生の割合は決して多くはないことが明らか
になったが，他大学と大きな差はないように思われた．
講義後に，これから先新聞を読む必要があるかという
質問をすると，図７に示したように，いずれの学科で
もほぼ８割以上の学生が「はい」と答えた．このこと
から，調査の対象となった学生は，新聞を読む必要性
について，一定の自覚はあるものと推察された．
　新聞を読むことの必要性を尋ねた図７の質問と関連
して，新聞を読む目的について，講義後に複数回答で
尋ねた結果が図８である．各学科とも同様の傾向であ

ったため，全学科集計した結果を示した．新聞を読む
ことが課題であったためか，「授業の課題」という回答
が約８割に上った．「教養を高める」「社会や世界を広
げる」「常識を身に付ける」「視野を広げる」という回
答もそれぞれ約25～35ｵ，「就職のため」という回答が
16.5ｵであった．
　図７の「これから先新聞を読む必要があると思うか」
という質問に対して「はい」と回答した学生に対して，
どれぐらいの頻度で新聞を読むかを尋ねたところ，い
ずれの学科でも約６割の学生が「毎日」もしくは「ほ
ぼ毎日」と答え，約４割の学生は「ときどき」という
回答であった（図９）．
　ただ，新聞を読む必要性を自覚している学生が図７
で示したように約８割に上り，新聞を読むことに対し
て図８で示したような目的意識も持ち，図９で示した
ようにきちんと新聞を読もうとする気持ちはあって
も，現実には新聞を読む習慣のない学生が多い．今後，
このギャップを埋めるための工夫が必要であると思わ
れた．
　図７の「これから先新聞を読む必要があると思うか」
という質問に「いいえ」と回答した学生に対して，複
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図７　これから先新聞を読む必要があると思うか
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図８　何の目的で新聞を読んだか（全学科集計）
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図９　これから新聞を読む頻度
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図10　これから新聞を読まない理由（全学科集計）
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数回答でこれから新聞を読まない理由について尋ね
た．いずれの学科もほぼ同じ傾向を示したため，全学
科を集計したものを図10に示した．６割近くの学生が
「テレビ・ネットで十分」と回答した．「忙しい」と答
えた学生が35.4ｵ，「つまらない」と答えた学生が20.8
ｵいた．約１割の学生は「家族に習慣がない」と答え
た．この結果を図４と比較すると，現在新聞を読んで
いない学生は，「忙しい」という理由が最も多かった

が，これからも読まないと思っている学生では，「テレ
ビ・ネットで十分」と答えた学生の割合が他の理由よ
りも多かった．このことは，後述する新聞活用に関す
る自由記述欄の否定的な回答とも関連があるものと思
われた．
　表１は，大学生として新聞活用の在り方をどのよう
に考えるかについて，自由記述で回答させたものの中
から，代表的な意見を分類してまとめたものである．
前向きな意見には，社会人としての一般常識や知識・
教養を身に付けようとするもの，経済や医療，地域の
ニュースへの期待，就職・進学に役に立つとするもの，
活字を読む訓練になるとするもの，文章を読み読解力
を増すことへの期待などがあった．また，携帯やパソ
コンからの情報には誤った情報が含まれていることか
ら，新聞に正しい情報を求める意見もあった．一方，
否定的な意見としては，テレビ・インターネットのほ
うが早くて十分であるとするもの，忙しくて時間がな
いからというもの，新聞を読まなくても困らないから
というものが多かった． 
　表２は，図７で「はい」と答えた学生に対して新聞
に期待することを記述させたものである．新聞の現状
への期待と思われる回答と，将来こうあって欲しいと
いう期待と思われる回答があった．現状への期待とし
ては，「真実」「正確さ」「多様さ」「情報量」「情報の鮮
度」「公平さ」「インターネットにない地元の記事」「詳
しさ」「目を引く見出し」といった新聞を読む動機付け
となりそうな言葉が並んだ．一方，将来に向けた期待
としては，「コンパクト化」「明るいニュースを増やす」
「読みやすさ」「わかりやすさ」「難しい用語の解説」
「面白さ」「ユニークさ」という言葉が並び，大きな紙

表１　大学生としての新聞活用（自由記述欄より全学科集計）

前
　
向
　
き
　
な
　
意
　
見

ｿ社会人としての一般常識を知っておくべき．
ｿ 教養や知識を身に付け，どんな人とでも話せるようになるた
めに必要．

ｿ知識・教養を身に付けられる．
ｿ自己啓発のため．
ｿ大学生も社会人の一員である．
ｿ社会に出る準備ができる．
ｿ 社会情勢・国際情勢を知るべき．それらについて考える必要
がある．

ｿ知識がないと社会に出たとき恥ずかしい．
ｿ 経済・医療のニュース（最先端医療，医療現場での新たな取
り組み）など将来必要．

ｿ地域のことがわかる．
ｿ自分の興味があること以外にも目を通す機会になる．
ｿ就職に役に立つ．
ｿ 就職するにあたって，専門のことだけを知っていてもだめだ
と思う．

ｿ編入学や就職のときに言葉や文章の表現に役立つ．
ｿ就活・進学のため．面接で役に立つ．
ｿ 活字慣れをし，情報に対して自分の考えを持つ訓練にもな
る．

ｿ活字を読むことが必要．
ｿ活字で読むことが大切．
ｿ活字を読む習慣を身に付けるため．
ｿきちんとした文章を読む機会になる．
ｿテレビを見るだけでなく，文章を読むことが大切．
ｿ読解力．
ｿ何度も見返すことができ，理解を深めることができる．
ｿ興味のあるニュースを時間の余裕のあるときに読める．
ｿ携帯のニュースではあまり扱われないニュースもわかる．
ｿテレビのニュースより内容が濃い．
ｿ 携帯やパソコンから情報を得ることができるが，誤った情報
も含まれていることがある．正しい情報を入手したい．

否

定

的

な

意

見

ｿテレビ・インターネットで十分．簡単で早い．
ｿテレビや携帯のニュースを見ていれば社会のことがわかる．
ｿテレビのほうがわかりやすい．
ｿ新聞以外でも情報がすぐに入る．
ｿ 携帯はいつでもどこでも見られるので便利でリアルタイム
でわかる．

ｿ忙しいから，携帯だと移動しながらでも情報を入手できる．
ｿ忙しい．
ｿ時間がない．
ｿ課題やレポートで忙しいのに新聞を読む必要はない．
ｿ 勉強が忙しいため，課題として新聞に触れる機会がなければ
見ないのが現状．

ｿ眼が疲れる．
ｿ読まなくても暮らしていける．
ｿ読まなくても困ったことがない．

表２　新聞に対する期待

現
状
に
つ
い
て

ｿ真　実
ｿ正確さ
ｿ多様さ
ｿ情報量
ｿ情報の鮮度
ｿ公平さ
ｿインターネットにない地元の記事
ｿ詳しさ
ｿ目を引く見出し

将
来
に
向
け
て

ｿコンパクト化
ｿ明るいニュースを増やす
ｿ読みやすさ
ｿわかりやすさ
ｿ難しい用語の解説
ｿ面白さ
ｿユニークさ
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面に難しい記事や硬い内容の記事が並んでいるという
印象を学生が持っていることを推察させた．
　ニュースを配信するメディアは，新聞・雑誌といっ
た活字メディアとテレビ・ラジオといった電波による
メディアが主体であった時代から，インターネットの
発達により，メディアが多様化する時代になってきた．
インターネットはスマートフォンや携帯電話を用いる
ことで，場所や時間の制約にとらわれずに様々な情報
を得る手段となってきた．今回の調査からも，他大学
の調査結果と同様に，調査対象となった学生たちの多
くがポータルサイトや SNS をニュースソースとして
利用している実態がうかがえる．このような時代にあ
っては，単にニュースを知るだけであれば，テレビや
ネットで十分と答える学生が少なからずいることも不
思議ではないのかもしれない．また，ポータルサイト
や SNS で配信されるニュースの多くは，配信元が新聞
社や放送局であり，メディアの多様化がメディアの区
別をつきにくくしていることも事実である．今後，テ
レビやインターネットでは伝えきれない新聞ならでは
の切り口や掘り下げ方で書かれた記事があることも，
学生に伝えていく必要があるものと思われる．

４. 結　　　語

　「文章表現」科目では，2010年度から新聞を取り入
れた講義を計画的に行ってきた12）．しかし，単に新聞
を講義に取り入れるだけでは，若者をめぐる ICT環境
の激変ぶりに追いついていないことが，今回の調査で
も明らかになった．毎年，初回の講義において，学生
一人ひとりに一部ずつ新聞を配布し，新聞の面建て，
見出しの読み方，記事の構成，新聞の有用性などにつ
いて教示してきた．課題として，新聞のコラムの書き
写しや記事の要約，言葉の意味調べ，コラムや記事に
対するコメントを課してきた．教員から与えられたも
のでなく，学生自らが新聞を手に取ってコラムや記事
を選択し，内容について意見を述べるという点では，
新聞への主体的な関わりができていると言える．しか
しながら，学生にとっての新聞は「文章表現」という
科目の教材であり，課題として指定されたコラムや記
事を部分的に抽出しているにすぎないのであろう．そ
れが，「日ごろ新聞を読まない」学生が８割を超えると
いう辛辣な結果として現れたのである．少数ではある
ものの，新聞の課題が苦痛でしかなかったという声も
出ている．
　新聞などの活字を通して情報の適切なインプットが

行えていなければ，自身をすり減らすだけで，アウト
プットの作業もやがては困難になるであろう．社会を
知ることも，情報化社会を生き抜く力を養うことも，
また，それらを通して自身を深め人間的に成長するこ
とも望めなくなる．医療系の学生の場合，事態は一層
深刻なものとなるであろう．患者や利用者，また子ど
もと適切に応対し，医療や福祉，また保育の場で活躍
できる有能な専門技術者を育成するためにも，コミュ
ニケーション能力や問題解決能力を涵養していかなけ
ればならない．そのような力を涵養する手段として新
聞閲読は必須である．大学で重視されている初年次教
育を効果的に行うためにも，それを担う立場である基
礎教育科目は，学生を社会に送り出すという長期的な
展望を持って取り組まなければならないことが喫緊の
課題であると言える．
　今回の調査を通して明らかになった課題を克服する
ため，「文章表現」の科目における新聞活用では，学生
が新聞を日常的に手に取るようになること，新聞を通
して社会に目を向けるようになること，新聞の文章か
ら語彙力・読解力・要約力・表現力といった文章能力
を養うことを目標としたい．そのためには，教員が用
意した記事を通じた指導や新聞記事を要約したものを
提出させるような通り一遍の指導では不十分であろ
う．学生が能動的に新聞閲読に取り組むよう，毎回の
授業の中で，学生がスクラップしてきた記事やタイム
リーなニュースをピックアップし，就職や進学に結び
つけて説明を加えるなど，アクティブ・ラーニングの
手法を用いてこれまで以上に新聞閲読の意義を学生に
示す必要がある．
　さらには，単に一科目だけの課題として新聞に取り
組むのではなく，社会常識を涵養する科目やメディア
リテラシー教育に関わる科目，専門の導入科目などと
連携した，より広い取り組みが今後は必要となるのか
もしれない．
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